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⇔
二
反
歩
を
超
ゆ
る
小
作
地
を
主
所
有
す
る
者
　
（
地
主
暦
〉

　
日
耕
作
の
粟
務
を
螢
む
者
又
は
農
地
を
所
有
す
る
者
に
℃
て
前
二
号
に

　
　
該
当
せ
さ
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
作
層
〉

　
爾
こ
れ
を
具
体
酌
に
階
暦
の
説
．
朋
を
す
れ
ば
次
の
通
ウ
と
な
る

　
ω
二
町
歩
自
作
し
て
か
て
三
反
歩
借
り
て
い
る
世
帯
　
　
　
（
小
作
）

　
㈲
三
反
歩
眉
作
し
て
い
て
三
反
歩
貸
し
て
い
る
世
帯
　
　
　
（
地
主
）

　
の
四
反
歩
借
り
て
「
反
歩
貸
し
で
い
る
世
帯
　
　
　
　
　
　
（
小
作
）
・

　
◎
四
反
歩
借
り
て
三
反
歩
貸
し
て
い
る
世
幣

㊨
二
反
斐
馨
鍛
下
の
不
耕
作
墾
の
世
帯
｝

鞠
、
｝
、
霰
轄
甥
鷺
雌
る
翫
（
自
作
）
、

三
　
選
畢
有
資
格
者

、
膏
募
せ
ら
勢
各
購
の
幕
の
欝
書
そ
象
族
に
し
季

　
間
を
通
じ
で
六
十
日
以
上
農
耕
に
從
事
す
る
成
年
の
男
女
で
あ
る
・

　
同
一
世
帯
員
で
あ
つ
て
も
勤
入
そ
の
他
で
あ
つ
て
大
十
日
以
上
農
耕
に

　
從
事
す
る
者
は
選
墨
瀧
被
選
畢
椹
共
に
な
い
課
で
あ
る

四
、
立
候
補
に
つ
い
て

穫
菊
言
る
か
萎
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
餐
分
の
所
屡
す

　
る
階
層
力
ら
立
候
補
す
惹
の
で
あ
る
が
こ
ρ
際
立
候
補
届
に
責
格
審
査

に
よ
る
確
認
募
智
確
認
撃
講
す
る
際
に
諾
し
奉
薯
の

　
為
を
添
え
て
選
畢
長
に
屈
出
れ
ば
よ
い

　
確
認
鐙
の
な
い
者
は
八
月
二
十
五
日
迄
に
縣
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い

五
、
選
畢
の
要
領
自
己
の
所
屡
階
層
よ
り
立
候
補
を
む
た
者
を
選
畢
す
る
、

　
課
所
あ
る
例
病
ば
地
主
階
層
か
小
作
或
は
自
作
階
暦
の
候
補
者
を
選
畢

　
し
刀
作
階
暦
が
地
主
叉
は
自
作
階
暦
よ
り
立
候
補
し
た
者
を
選
舞
す
る

　
と
き
は
無
効
投
票
と
な
る
か
ら
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ん

六
、
p
．
選
墨
場
及
投
票
肝

曝
姦
裟
食
霧
．
一
叢
夢
嚢
小
羨
第
三
馨
ホ
所
釜

　
地
イ
学
校
に
設
け
る
こ
と
㌧
な
ろ
う
（
未
決
定
）

七
、
選
畢
の
期
日

．
八
月
十
入
日
午
前
七
時
よ
り
午
后
六
時
迄
と
す

八
、
そ
の
他
に
づ
い
で

羅
羅
獺
難
駕
瓢
讐
晶
羅
難
翫
鐸
勧
欝
舞

　
坦
委
口
貝
会
に
於
て
再
審
査
の
上
こ
れ
を
原
本
ご
し
て
各
簿
調
製
す
る
そ

　
の
調
製
期
に
は
七
月
三
十
日
迄
で
出
来
上
つ
た
名
簿
は
八
月
N
日
よ
り

語
翻
響
の
麓
に
供
す
る
こ
ξ
な
る
か
ら
こ
の
欝
期
畢

　
に
自
己
の
記
．
載
漏
そ
の
他
の
誤
謬
を
訂
正
さ
せ
な
け
き
ぱ
な
ら
な
い
・

　
滅
月
十
流
日
が
名
簿
確
定
期
日
で
あ
る
が
確
定
後
に
於
て
は
異
議
の
車

立
醸
受
八
れ
る
こ
『
嘉
集
な
い
こ
姦
各
種
糞
と
饗
響
は

　
な
し

＠
詳
細
は
選
墨
管
理
委
員
会
と
御
相
談
願
い
た
い
ど

　
O
正
る
い
選
翠
、
眞
の
代
表
を
選
良
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
お
れ
達
の
責
任
で
あ
ぢ
！

　
　
　
　
　
　
　
亀

囹
農
地
委
員
の
選
墨
に
つ
い
て
．
〃

時
局
の
推
維
ε
農
地
改
革
事
業
の
進
渉
歌
況
か
ら
し
て
延
期
寧
れ
て
い
た

農
地
委
員
の
改
遷
も
八
月
十
八
H
一
齊
に
線
選
畢
を
執
行
す
る
こ
と
、
な

つ
た
む

本
選
警
つ
い
読
響
倉
き
は
紙
上
奪
え
恵
う
か
ら
以
下
箇

條
書
に
し
て
説
朋
し
て
み
よ
う
。

一
、
選
墨
さ
れ
る
委
員
の
籔
十
名

　
　
外
村
長
推
薦
委
員
三
名
を
加
え
て
委
員
会
を
構
成
す
る
か
ら
結
局
委

　
　
員
会
は
合
計
十
三
名
と
な
る
課
で
あ
る
選
畢
さ
れ
る
十
名
の
委
員
は

　
　
・
舟
作
者
側
よ
り
六
名
小
作
、
地
主
よ
り
各
々
　
名
宛
選
畢
さ
れ
る
課

　
　
で
あ
る

ニ
ト
自
作
、
小
作
、
地
主
の
匠
分
及
段
層
・

　
日
二
反
歩
を
超
ゆ
沁
面
積
の
小
作
者
に
づ
き
耕
作
の
業
務
を
替
む
も
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
作
層
）

　
私
達
の
聲
を
縣
べ
通
ず
る
た
め
に

　
　
　
新
潟
旧
報
祉
の
上
越
移
動
．
編
集
隊
來
る

　
　
　
　
　
　
　
　
さ

◎
旭
堂
の
三
叉
跨
で
が
い
録
を
〃
●

　
　
　
　
　
　
耕
せ
て
コ
ン
サ
…
ト
紙
芝
届
も
！
■

先
づ
よ
り
題
甦
の
郷
土
を
、
私
蓬
の
生
活
を
つ
－
る
た
め
に
、
日
常
考
え

て
い
る
事
を
’
こ
う
あ
ゑ
菩
あ
る
．
こ
う
し
て
ほ
し
い
護
輩
ら
・
要

望
や
略
を
縣
へ
關
係
糸
統
へ
私
達
の
声
を
通
す
る
た
め
に
…
三
…
・

と
い
う
主
旨
の
も
と
茨
の
讐
藻
に
も
新
響
報
靴
毒
の
下
蕃
録

愈
し
N
H
至
糞
る
）
う
7
－
箋
施
汽
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

七
月
二
十
五
日
’
、

　
　
二
十
六
P

　
　
二
十
七
日

　
　
二
十
八
B

　
　
二
＋
九
日

　
　
　
三
十
日

　
．
三
十
～
日

松浦十塩小見北
　田日　　　荷
代口町沢出付頃
～，　　　　～

安　．　　長

塚　　　　岡

　　　八1
　　　月
五三二rr
日日日口

高
　
田

直
江
津

糸
魚
川

寺
　
泊

．
荷
右
計
画
中
七
月
三
十
一
日
の
日
程
は

一
時
～
｝
．
時
三
ズ
）
分
迄
室
野
コ
ン
サ
・
ー
ド

、
二
時
二
〇
分
～
二
時
五
（
）
分
迄
大
爵
，
コ
ン
サ
ー
ト

三
時
二
δ
分
～
四
時
二
〇
分
迄
大
羅
街
頭
討
論
会

五
時
～
安
塚
に
て

め
て
し
る
が
行
事
か
聲
間
の
道
と
で
あ
る
牝
め
少
籔
，
の
参
加
者
で
あ
つ
て
ぱ
切

角
の
噺
潟
日
報
肚
の
催
し
も
の
が
無
意
義
に
終
始
し
て
は
と
、
憂
慮
し
て
多
数

の
参
甥
を
特
に
要
望
す
る
と
共
に
關
係
各
團
体
に
ょ
う
特
に
宣
傳
と
協
力
を
お

願
い
す
る
と
の
こ
と
で
ゐ
る
。

　
　
　
ヨ
　
　
ヌ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ロ
ヌ

　
　
　
な
ヨ
　
サ
ぱ
ノ
ぢ
の
ル
ゆ
ゆ
づ
ん
ゆ
レ

＋
肇
。
㌘
せ
蒔
三
雰
嚢
代
に
て
叢
討
論
会
多
マ
義
着
．
7

と
誇
錯
に
な
っ
屠
当
聡
饒
谷
醤
店
後
謬
下
呆
計
画
蓬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

怠公　ぜ

異國の峰から…、・

はるばるおかへりになつた

　　引揚者の皆ざま

塗　　　じ、　ほんとにー

御苦勢さまでむた．、、

q
篇

ロ
　
　
弗
傷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ

，
麟
畿

、松代村愛o）蓮動協議會

曾《夢！：笥　

》

　
　
　
ノ
薄
田
ノ
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
。
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
嚇
娠
轟
『
6
　
タ

　
　
　
戦
時
中
青
年
学
校
に
借
用
さ
る

團
松
代
青
年
會
館
内
部
改
築
す
〃
●

か
2
書
鰻
に
し
て
名
碁
会
堂
内
部
改
筑
蓮
妻
薗
役
員
会
面

審
議
の
昆
い
減
く
改
築
と
定
り
七
日
ま
む
着
工
十
「
日
を
以
つ
て
M
部
階
上

落
成
折
悪
し
く
塩
内
繭
買
付
と
か
ち
合
い
乍
ら
青
年
実
行
員
一
同
交
代
に
作
業
』

に
出
奮
闘
第
二
．
次
十
六
日
に
着
工
十
九
日
迄
に
落
成
の
予
、
定
落
成
後
は
あ
み
程

度
貸
付
を
苦
し
い
財
源
に
廻
し
会
員
の
負
担
を
輕
ぐ
し
よ
う
と
い
う
の
が
自
的

今
迄
の
会
員
の
動
勢
収
入
会
費
直
接
会
費
と
席
年
は
一
人
六
〇
〇
、
冴
位
と
な
り

本
年
す
で
に
三
〇
〇
円
と
な
る
。

会
員
及
び
親
達
の
蘭
に
脱
会
の
話
さ
え
出
て
を
る
今
日
そ
の
防
止
に
噌
役
立
た

せ
る
も
の
…
…
…
…

　
　
御
會
葬
御
、
禮

『
・
本
村
助
役
故
山
本
爲
次
の
葬
儀
に
際
し
御
多
忙
中
態
々
御
会
葬
下

昏
い
ま
し
た
事
を
本
紙
を
通
じ
て
厚
く
御
顧
申
上
げ
ま
す
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
村
役
，
傷

　　　　　一　P　　　　一　一
　1一一鰯　　6、

　　　↑』一　へ響轡
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二手

5、

9
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
垂
！
　
　
　
　
■
　
§
O
｝
亀
■
‘
・
　
　
嗣
　
　
　
　
　
　
　
毒

團
犬
伊
駐
橋
復
醤
丁
争
着
手
す
〃

昨
年
七
月
三
．
十
日
越
道
川
の
犯
濫
で
流
失
せ
し
澁
海
川
の
犬
伏
山
橋

（
長
さ
二
三
間
）
は
今
回
共
筋
よ
づ
認
可
に
顛
り
七
月
十
日
起
工
式
終
了
翌

　
ワ

十
一
日
工
箏
に
着
手
す
惹
蓮
び
と
な
づ
た
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

此
の
橋
“
つ
い
て
流
失
後
は
地
元
犬
伏
部
落
も
鼓
二
十
年
問
に
四
回
の
・

流
失
に
は
実
に
閉
口
し
今
後
流
失
を
ま
沿
か
れ
る
よ
ケ
な
橋
梁
を
架
替

え
る
よ
う
に
と
部
落
代
表
山
本
爲
次
氏
始
め
匪
民
一
同
協
力
之
れ
が
復

奮
工
箏
の
助
成
を
地
方
事
務
所
縣
耕
地
課
農
林
省
』
課
へ
出
張
懇
請

先
般
の
結
果
こ
れ
が
、
認
証
に
な
う
十
一
日
よ
り
工
・
事
に
着
手
し
た
。
・

本
工
事
は
澁
海
川
ヘ
コ
ン
ク
リ
ー
不
の
ピ
ヤ
三
本
建
設
と
云
う
相
當
技
．

術
的
困
難
の
た
め
十
日
町
池
田
土
建
に
基
磯
工
事
を
依
頼
し
た
。

こ
の
復
奮
工
事
に
つ
い
で
全
責
任
を
以
つ
て
努
力
せ
る
故
本
村
助
役
山

本
爲
次
氏
が
起
工
式
三
日
前
に
死
去
せ
る
は
本
工
事
着
工
に
当
り
｝
抹

の
哀
愁
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
と
共
に
本
工
箏
着
工
迄
に
御
奮
斗
下
さ
れ
■

陀
地
下
に
眠
る
氏
の
努
力
を
戚
泣
す
る
次
第
で
あ
多

家
』
庭
、
、
メ
　
モ

　
　
Q
身
欠
鯨
の
保
存
に
つ
い
て
汐

農
村
向
と
し
て
｝
番
愛
好
さ
れ
て
亦
蛋
白
質
の
補
給
確
保
と
し
て
欠
く
ぺ

か
ち
ざ
る
身
欠
、
農
村
に
街
に
今
出
廻
つ
て
居
る
身
欠
の
保
存
に
つ
い
て

御
承
知
か
も
、
知
れ
ま
せ
ん
が
一
、
二
絶
鉗
に
虫
の
つ
か
な
い
簡
便
法
を
記

し
て
み
ま
し
よ
う
。

身
欠
の
保
存
は
一
般
に
各
農
家
で
は
藁
で
編
ん
で
下
げ
て
置
ぐ
乏
か
、
さ

も
な
く
ば
籠
に
入
れ
て
風
当
り
の
良
い
庭
、
へ
下
げ
て
置
く
に
か
、
又
、
時

々
乾
す
と
か
し
て
い
る
が
何
れ
に
し
て
も
虫
は
ま
ね
か
れ
な
い
有
様
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

慮
が
之
は
左
記
の
様
に
し
て
置
け
ば
絶
繋
大
丈
夫
の
事
請
あ
い
で
す
。

一
、
藁
茨
利
用

　
こ
れ
は
籍
、
桶
等
の
塞
物
を
利
用
し
て
》
番
下
に
灰
を
薄
く
敷
い
て
そ

　
の
上
に
身
欠
を
並
べ
こ
の
身
欠
の
見
え
ぬ
程
度
に
茨
を
入
れ
順
々
に
重
．

　
ね
て
一
番
上
に
新
聞
紙
で
も
の
せ
て
そ
の
上
に
板
の
一
枚
も
の
せ
て
置

　
け
ば
絶
劃
で
す
。

・
ど
う
せ
食
す
時
は
水
に
ひ
た
し
ま
す
の
で
茨
は
な
ん
の
さ
わ
り
も
有
り

　
ま
せ
ん
。

　
然
し
こ
の
方
法
は
荻
が
身
欠
の
油
を
取
り
ま
す
か
ら
多
少
味
は
落
ち
る

　
様
で
す
。

二
、
・
も
ぐ
さ
利
用

　
メ

、
田
圃
の
畔
道
に
又
は
道
路
の
は
じ
に
至
る
処
に
あ
つ
て
容
易
に
こ
れ
を

　
取
つ
て
未
て
熱
い
日
一
日
も
陽
に
乾
燥
し
て
e
の
時
と
同
標
こ
の
乾
い

　
た
も
ぐ
さ
を
箱
の
底
に
敷
い
て
こ
の
上
に
身
欠
を
並
ぺ
又
そ
の
上
に
の

■
せ
輕
い
重
石
を
の
せ
て
置
け
ぱ
絶
鉗
大
丈
夫
で
す
。
然
も
e
の
よ
う
に

　
油
も
と
れ
す
そ
の
ま
、
．
何
時
ま
で
も
虫
も
つ
か
す
カ
ビ
も
来
す
保
存
が

　
出
未
ま
す
。

◎
各
家
庭
で
是
非
お
た
め
し
下
さ
い
。

q
J
り
’
　
も
’
　
9
　
　
・
2
　
　
　
；
　
　
　
l
　
　
　
i
　
　
　
I
　
　
　
；
智
　
　
　
ー
　
　
　
ー

ー
　
　
　
ー
　
　
ー
　
　
　
ー
　
　
　
り
　
」
避
4
ヨ
ヨ
　
旨
肖
　
蕪
『
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ほ
ほ
そ
ユ
こ
ヤ
ダ
も
ロ
ノ
ヘ
ガ
　
も
ク
じ
ロ
ダ
ヘ
ほ
ヨ
も
ご
じ
ン
な

廣
　
告

　
り
ぽ
ヤ
を
へ
こ
ロ
き
ロ
も
ぎ
セ
ず

O
作
物
の
病
虫
害
は
豫
防
が
第
一

　
本
年
度
の
悪
天
候
に
備
え
て
各
種
農
了
．
飛
が
取
揃
い
て
あ
り
ま
す

　
　
根
茱
鎮
の
虫
害
に
2
ヒ
、
酸
鉛
～
D
D
T
～
除
虫
菊
乳
濟

・
講
雛
し
硫
鶉
－
銅
製
濟

』
○
農
機
具
新
入
荷
品

　
　
　
　
　
動
　
　
　
　
力
　
　
　
　
毛
羽
取
機

　
　
　
　
　
人
力
脱
穀
機
　
　
　
藁
　
切
．
機

㎜
　
　
．
，
瑞
光
型
鰐
摺
機
　
　

鍬
、
、
鎌
類

脚～
⑨
農
機
具
の
巡
廻
修
理
は
七
月
末
申
込
は
実
行
組
合
を
通
じ
お
早
く
願
い

ぽ

“
　
ま
す

◎
観
書
市
に
は
是
非
購
買
部
へ

　
　
　
．
・
〈
　
　
詫
｛
　
　
罫
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ζ
・

o』　　』㌔
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金雑i

物貨

其新
の　’

他茶

松
代
村
農
業
協
同
組
合
購
買
部

農／…

【
稻
の
追
肥
】

H
分
施
の
意
味

（1男そ1分紅

麺！講

　、　　　　　

　　ま　　蓄
　座

村
．
　
山
　
　
幸
　
　
榮

‘

　
　
速
効
性
の
窒
素
質
肥
料
を
稠
に
施
す
塀
合
、
全
量
を
元
肥
ε
し
て
施
す
と

　
　
そ
の
肥
料
成
分
が
水
に
溶
け
て
流
失
し
た
り
窒
素
ガ
ス
と
な
つ
て
室
氣
中

　
　
に
逸
散
し
た
り
す
る
蕩
合
が
大
痩
多
く
稻
の
吸
収
す
を
傘
は
四
割
以
下
と

　
弓
な
つ
て
幼
穂
が
出
宋
る
大
切
な
時
、
肥
切
れ
し
て
秋
落
ち
と
な
つ
た
り
又

　
　
多
肥
栽
培
に
於
て
全
量
を
元
肥
に
施
し
そ
の
後
の
生
調
月
期
間
が
降
雨
、

　
　
低
温
が
績
く
不
順
な
天
候
に
遭
う
と
稻
は
肥
料
を
清
化
し
切
れ
な
い
で
軟

　
、
弱
に
陥
り
途
に
は
稻
熱
病
を
発
生
む
て
思
わ
の
失
敗
を
す
る
こ
と
が
多
い

　
．
。
、
そ
こ
で
全
量
の
．
【
部
を
割
い
て
適
当
な
峙
期
に
適
当
な
量
を
計
画
的
に

　
　
追
肥
す
る
．
』
だ
を
分
施
と
言
う
の
で
あ
？
て
昔
の
よ
う
奪
ま
ん
然
た
る
追

　
』
肥
と
違
つ
て
耕
地
條
件
は
勿
論
、
元
肥
と
の
關
係
等
を
考
え
て
計
画
的
ね

　
　
追
肥
を
す
る
と
こ
ろ
に
分
施
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

・
⇔
分
施
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合

　
　
の
土
壊
が
砂
質
な
ど
で
漏
水
と
共
に
肥
料
分
が
流
失
L
や
す
い
場
合
や
、

　
　
　
耕
土
が
浅
か
つ
た
り
、
や
せ
地
で
あ
つ
た
り
す
ξ
場
合

　
　
⑨
元
肥
の
際
、
全
府
施
肥
法
（
水
を
携
つ
て
耕
土
全
層
に
肥
料
を
よ
く
掻
、

　
　
　
混
せ
る
方
法
）
を
や
れ
な
か
つ
た
り
、
手
持
肥
料
が
少
て
元
肥
に
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
な
量
を
や
れ
な
か
つ
た
瘍
合

　
　
の
中
、
晩
生
の
品
種
で
あ
る
瘍
合
又
早
播
　
早
植
で
生
育
期
問
の
長
い
場

　
　
　
合

　
　
◎
生
育
期
間
中
に
天
候
不
順
が
予
想
せ
ら
れ
る
場
合

　
⑫
分
施
の
時
期
を
決
め
る
條
件

　
　
ω
晶
種
の
草
型

　
　
　
稻
の
タ
ィ
ブ
を
穗
数
型
（
穂
は
小
さ
い
が
分
薬
力
が
駐
盛
で
穂
数
の
多

　
　
　
い
型
y
と
穂
重
型
（
分
藁
力
は
少
い
が
穂
が
重
大
な
型
）
．

　
　
　
及
そ
の
中
間
に
あ
る
中
間
型
の
三
つ
に
分
け
る
ワ
～
と
が
出
来
る
が
穗
数

　
　
，
型
は
肥
沃
で
李
坦
の
立
地
條
件
の
よ
じ
地
帯
に
適
も
山
間
で
高
冷
性
の

　
　
　
強
い
立
地
條
件
の
悪
い
地
帯
に
怯
穂
重
型
の
も
の
が
適
す
δ

　
　
　
從
つ
て
本
郡
に
は
穂
重
型
品
極
の
向
う
と
こ
る
が
多
く
実
際
に
つ
く
ら

　
　
　
れ
て
い
る
大
都
分
は
ご
の
型
に
属
す
惹
の
で
あ
5
。

　
　
　
而
し
て
穂
数
型
の
・
叩
種
は
分
藥
力
の
旺
盛
な
点
に
生
命
が
あ
る
の
で
分

　
　
　
藥
期
の
肥
切
れ
は
禁
物
で
あ
り
穂
重
型
砂
品
種
は
穂
の
大
さ
い
点
に
生

　
　
　
命
が
あ
る
の
で
幼
穂
形
成
期
の
肥
切
れ
は
牧
量
に
大
き
な
．
マ
イ
ナ
ス
の

　
　
　
影
響
を
與
え
る
の
．
で
あ
．
る
。

　
　
　
こ
の
理
屈
の
上
か
ち
言
え
ぱ
品
種
の
草
型
に
よ
つ
て
分
施
の
時
期
を
考
．

　
　
　
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
の
こ
ε
に
な
る
。

　
　
⑨
元
肥
を
充
分
に
施
す
こ
と
が
出
未
な
い
條
件

　
　
　
肥
料
の
流
亡
る
や
す
い
田
。
耕
土
の
大
憂
浅
い
田
。
元
肥
期
に
手
持
肥
．

　
　
　
料
の
な
い
場
合
。
等
は
追
肥
に
よ
つ
て
補
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が

　
　
　
耕
地
の
條
件
や
元
肥
の
分
量
に
よ
つ
て
追
肥
の
時
期
は
｝
．
機
で
は
な
く

　
　
　
夫
々
に
加
減
が
要
る
。
．
　
こ
の
よ
う
に
分
施
の
時
期
は
諸
々
の
條
件

　
　
　
に
よ
つ
て
最
も
正
し
く
決
定
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
こ
れ
ら
の
條

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
件
か
ら
考
え
ら
れ
る
追
肥
の
時
期
は
次
の
四
通
り
で
あ
る

　
　
　
①
早
期
追
肥
～
…
…
田
植
後
二
週
問
目
頃
や
る
も
の

　
　
　
②
分
藥
期
の
追
肥
～
…
…
榮
養
成
長
の
最
成
期
す
な
は
ち
分
藥
盛
り
に

　
　
　
　
や
る
も
の

　
　
　
③
幼
穗
形
成
期
の
追
犯
（
穂
肥
）
～
…
…
出
穂
前
二
十
五
～
三
十
H
頃
に

　
　
　
　
や
る
も
の

　
　
　
④
晩
期
追
肥
～
ー
…
花
粉
細
胞
の
形
成
㌧
．
す
か
伊
は
ち
出
穂
前
十
四
～
五

　
　
　
　
日
頃
や
る
も
の
，

　
　
　
．
以
上
に
よ
っ
て
分
施
の
時
期
も
一
律
で
あ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
の
理
論

　
　
　
を
述
壁
た
の
で
あ
る
が
実
際
問
題
と
し
て
特
殊
の
場
合
で
な
い
限
り
当

　
　
　
地
方
の
様
に
年
に
自
給
肥
料
を
相
当
量
用
い
て
潜
在
地
力
の
豊
か
の
ご

　
　
　
ー
こ
ろ
で
は
生
育
の
初
期
や
分
藥
期
に
肥
切
れ
を
起
す
よ
う
な
こ
と
は
殆

　
　
　
ん
ど
な
い
の
で
一
般
的
に
は
穂
肥
に
重
点
を
置
け
ば
よ
い
の
で
あ
つ
て

　
　
　
其
の
他
の
傷
合
は
左
の
理
論
で
癒
愛
の
処
置
を
と
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
で
あ
る
か
ら
穗
肥
に
つ
い
て
述
べ
番
。

　
　
の
穗
肥
の
や
．
り
方

　
　
　
④
穂
肥
の
ね
ら
い

　
　
　
、
出
穂
前
二
十
五
日
に
稻
株
の
中
心
の
董
を
槍
き
取
つ
て
タ
テ
に
割
い
て

　
　
　
見
る
と
第
一
節
聞
が
五
之
六
分
に
伸
ぴ
そ
の
上
部
に
粟
粒
大
の
幼
穂
が

　
　
　
始
ま
つ
て
砺
る
…
…
こ
の
時
が
幼
穂
形
成
期
で
あ
る
こ
の
時
、
肥
切
れ

　
　
　
の
歌
態
に
あ
る
と

　
　
　
・
①
穂
が
小
さ
く
な
る
～
粒
薮
が
猿
る

　
　
　
②
糧
が
壇
え
る

　
　
　
③
米
粒
が
や
せ
る

　
　
　
と
言
r
り
三
つ
の
現
象
が
重
つ
て
減
収
す
る
の
で
あ
る
が
こ
の
時
速
効
性
．

　
　
　
　
　
三
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昭
｛

　
ぼ

　
W

　
禰

　
の
　
閉

　
の
窒
素
肥
料
を
適
量
與
え
る
と
稻
株
の
根
張
ウ
が
充
分
な
時
で
あ
る

　
た
め
施
さ
れ
た
も
の
が
よ
く
吸
い
つ
く
さ
れ
て
肥
効
を
高
め
そ
し
て

、
三
つ
の
現
象
を
押
え
て
収
量
に
封
む
プ
ラ
ネ
の
効
果
を
も
た
ら
し
め

　
ゐ
の
が
穗
肥
の
ね
ら
い
で
あ
る

②
穂
肥
の
時
期

　
幼
穗
形
成
期
ば
娼
穂
煎
の
二
十
五
日
で
あ
る
が
分
施
す
る
時
は
そ
れ
’

　
よ
り
三
、
四
E
早
い
方
が
よ
い
つ
但
し
そ
分
時
に
ま
だ
元
肥
の
効
き

　
が
充
分
で
あ
つ
た
り
地
力
が
豊
か
で
肥
切
⑳
が
全
然
見
え
な
い
楼
な

　
蕩
合
は
延
ば
し
て
よ
う
す
を
見
て
晩
期
追
肥
を
す
る
●

◎

穂
肥
砂
分
量

　
元
肥
の
量
、
肥
切
れ
の
歌
態
ね
ど
で
一
概
に
は
「
言
え
な
い
が
大
体
に

　
於
て
硫
安
の
よ
う
な
速
効
性
．
窒
素
肥
料
を
成
分
量
に
し
て
反
当
一
．
一
～

　
三
〇
〇
匁
（
硫
賓
反
当
一
、
貫
匁
か
山
貰
五
〇
〇
匁
）
位
が
適
当
で

　
四
〇
〇
匁
を
超
え
て
は
危
瞼
で
あ
る
又
．
昭
和
九
年
の
よ
旗
に
七
月

　
中
下
旬
起
異
朕
な
儀
温
が
績
炉
て
租
熱
病
が
大
発
生
す
る
よ
う
な
時

　
は
勿
論
全
然
中
止
す
ろ
。

◎
施
肥
法
・
航
…
施
肥
順
序
．

　
浅
水
漸
施
肥
車
混
和
寺
四
、
、
五
廊
排
水
し
な
い

③
分
施
分
効
果

　
④
料
の
効
を
増
大
し
て
肥
料
経
濟
上
大
憂
得
で
あ
る

　
㈲
肥
切
れ
寺
秋
落
ち
を
防
か
で
一
～
三
割
程
度
壇
牧
す
る

　
の
天
候
異
愛
に
封
塵
C
得
る
の
で
危
瞼
を
分
散
す
る
こ
と
が
出
未
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
4
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔
　
　
1

．
畜
産
の
登
展
は
先
づ

　
　
　
資
質
の
改
善
か
■
ら

　
本
村
の
家
畜
増
殖
も
幾
分
軌
道
に
の
つ
て
來
た
榛
で
す
が
こ
れ
は
形
の

　
上
か
ら
だ
び
で
あ
つ
て
内
容
に
立
ち
至
る
ε
ま
だ
必
す
し
も
完
全
と
は

　
云
い
得
な
い
戚
じ
が
致
し
ま
す
。
・

　
そ
れ
と
云
ふ
の
は
勿
論
当
事
者
の
無
策
と
い
ふ
事
に
も
奪
る
命
で
す
が

　
一
般
飼
育
者
に
於
て
も
目
先
の
利
盆
の
み
汲
々
と
し
て
將
來
性
に
欠
け

　
て
居
る
こ
乏
で
あ
り
ま
す
。

　
い
く
ら
優
秀
な
種
牡
畜
を
入
れ
て
改
良
し
よ
シ
乏
思
つ
て
も
そ
れ
に
依

　
つ
て
生
産
さ
れ
た
仔
畜
を
ど
ん
み
＼
村
外
龍
出
し
て
了
つ
て
は
何
時
拒

　
経
つ
て
も
松
代
村
の
家
畜
の
資
質
は
向
上
さ
れ
な
い
の
み
か
逆
に
他
紅

比
較
し
だ
馨
だ
ん
ぐ
劣
る
こ
と
に
な
る
謬
で
す
．
だ
か
ら
家
畜

　
の
檜
殖
を
圖
軌
將
未
象
畜
に
よ
つ
て
生
す
る
利
潤
を
大
な
ら
し
め
る
。
に
，

　
は
当
分
⑪
閥
は
相
当
の
犠
性
を
携
つ
て
毛
種
畜
（
牝
、
牡
共
）
の
資
質
改

善
し
主
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
む
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
ば
劣
性
牡
畜
の
去
勢
、
優
良
仔
畜
の
保
留
を
強
行
し
劣
悪
．

　
品
は
飽
ぐ
蓬
淘
汰
し
で
出
な
び
れ
ば
、
一
。
般
商
品
に
見
る
如
く
家
畜
に
於

　
て
も
今
後
嫁
質
の
間
題
鷲
重
点
が
於
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
点
充

　
分
考
慮
し
で
か
y
ら
な
い
と
仔
畜
は
有
レ
余
つ
て
も
買
手
が
な
い
時
代

　
も
來
る
の
で
は
な
い
か
乏
思
は
れ
ま
す
。
．

　
現
在
で
も
六
丹
砂
本
村
山
羊
市
場
に
見
ら
れ
る
如
く
資
質
の
劣
る
も
の

　
ば
そ
の
販
路
に
も
苦
し
む
の
で
あ
づ
て
其
の
反
面
優
秀
ね
る
も
の
は
各

　
方
面
か
ら
相
当
高
領
の
購
入
希
望
者
が
入
五
込
ん
で
居
惹
が
．
惜
ひ
い

　
哉
其
の
希
望
を
充
す
時
絃
改
良
途
王
に
あ
お
本
村
の
山
羊
の
質
は
盆
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
し

　
低
下
す
る
コ
．
方
な
ム
鷲
め
其
の
都
度
註
交
を
断
る
の
止
む
な
き
現
状
で

　
あ
り
．
ま
す
。
、
．
、
，
　
　
　
t
、

　
先
進
地
の
足
跡
を
辿
み
時
巽
の
．
課
程
に
何
時
の
時
代
か
必
す
種
畜
の
整

理
へ
優
良
藝
川
の
移
入
夜
良
仔
の
確
保
森
殖
用
以
外
分
牡
の
去
勢
）

　
を
や
つ
て
居
り
ま
す
。
■
』
而
し
て
自
村
の
資
質
の
向
上
を
岡
り
四
園

　
の
注
目
を
ひ
き
、
名
声
を
博
し
て
か
ら
共
の
生
産
さ
れ
た
仔
は
纏
殖
よ

　
り
も
生
産
地
分
看
板
に
よ
．
つ
て
相
当
高
債
に
責
買
さ
れ
て
居
り
ま
す
コ
、

　
本
村
に
於
て
も
逞
れ
馳
せ
乍
ら
愛
盟
く
は
安
慣
で
も
仕
方
な
い
か
ら
資

　
質
の
惑
い
も
の
だ
け
を
淘
汰
し
優
良
廿
の
確
保
と
優
良
種
の
導
入
に
主

・
カ
を
注
ぎ
た
い
も
の
で
あ
砂
ま
す
。

　
庵
滋
養
攣
に
と
む
干
草
を
今
か
ら
準
備
致
し
ま
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員
　
　
若
虐
　
月
　
　
。
佐
　
治
　
郎

一
、

ハ
　
ー

“

．
頁
門

象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
村
青
年
連
盟
七
月
下
傷
行
事

　
七
月
二
十
日
各
字
劃
抗
相
撲
大
会
（
郡
出
膓
予
選
大
会
）

　
於
松
代
観
昔
堂
前
廣
旛
　
午
前
十
時
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
午
后
二
爵
の
予
定

　
松
代
、
千
年
、
池
尻
、
．
、
太
李
、
伊
沢
地
囁
、
峰
方
地
匠
小
屋
丸
地
團
の

　
チ
　
　
ム
で
あ
る

軸
．

◎
歌
・
壇
、

　
茂
　
　
り
　
　
　
　
　
』
　
　
　
’
柳
　
　
　
静
　
　
　
水

今
回
獄
田
休
祭
の
夜
燈
句
と
し
て
募
集
さ
れ
た
の
で
多
少
こ
の
意
味
も
含
ん

だ
選
評
で
あ
る
こ
と
を
御
諒
承
願
い
た
い
。
，

O
せ
、
ら
ざ
の
端
う
る
わ
℃
き
菖
蒲
か
な

O
お
け
い
ご
の
婦
り
な
る
略
℃
花
菖
蒲

O
水
際
の
菖
蒲
小
風
に
ゆ
れ
て
居
り

O
菖
蒲
嘆
く
水
辺
や
家
鴨
六
七
羽
、

O
夕
立
や
急
に
小
賠
き
家
の
中

右
の
五
句
と
次
の
五
句
を
比
ぺ
て
味
つ
て
下
さ
い
・

O
花
し
よ
う
ぶ
い
と
毛
子
逝
い
て
百
佃
余

　O

朝
露
の
し
た
、
る
し
よ
う
ぷ
切
り
取
り
ぬ

’
O
夕
立
や
鎌
を
忘
れ
て
蹄
り
け
駐

O
夕
立
の
末
ぬ
間
と
桑
を
摘
み
に
け
り
・
．

．
O
夕
立
の
去
つ
て
激
し
き
瀧
の
昔

俳
句
の
両
面
即
ち
客
観
句
と
主
観
句
を
比
べ
て
見
た
の
で
す
。
ど
ち
ら
が
一

　
讃
し
て
素
直
に
受
取
れ
ま
し
、
よ
う
か
。

咳
O
雨
や
ど
か
す
れ
ぱ
夕
立
晴
れ
に
け
り

　
O
夕
立
に
虹
た
⑳
て
行
く
や
牛
車
．
．
・

　
こ
れ
は
ま
た
人
生
の
両
面
を
短
的
に
表
し
た
ほ
、
乏
ま
し
い
句
で
す
．
。

ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
O
ほ
O
暗
き
茂
り
の
中
の
小
道
か
な

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
び
ロ

　
O
ほ
の
暗
き
茂
り
の
中
の
就
か
な
．
、

O
こ
ん
も
ぢ
と
祉
を
園
む
茂
㍉
か
な

　
○
雑
草
分
茂
る
小
径
の
績
き
け
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

○
御
祉
の
小
さ
き
起
に
茂
り
け
り
、

．
O
薄
階
き
茂
り
の
中
を
鼻
人
行
く

．
こ
の
六
句
皆
当
地
う
土
佐
野
聯
肚
境
内
の
篇
生
句
で
そ
れ
4
に
よ
く
情
景

、
を
捉
え
て
．
い
ま
す
が
何
と
㍗
っ
イ
も
『
御
祉
の
小
さ
き
迄
に
』
と
泳
づ
た
作
者

．
の
心
境
は
流
石
に
老
巧
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

　
0
参
道
の
叢
も
小
贈
き
茂
ザ
か
ね
幅

O
落
雷
の
し
て
夕
立
の
止
み
に
砂
3

　
0
夕
立
の
止
ま
軌
で
森
の
青
愚
か
な

、
三
句
と
、
も
よ
く
詠
み
こ
奪
し
て
あ
サ
ま
す
俳
句
の
面
白
さ
が
は
つ
き
り
し
て

　
未
ま
し
た
。
但
し
『
夕
立
の
止
す
て
』
よ
敷
は
『
夕
立
の
上
駐
て
』
壱
し
た
方
が

　
よ
ろ
し
い
で
し
よ
う

’
○
つ
、
ぎ
し
く
も
よ
う
ぶ
の
活
げ
て
あ
ヶ
飛
け
り
．

　
O
手
際
よ
く
佛
澗
に
し
よ
う
ぷ
活
す
て
あ
り

・
兄
た
り
が
た
ぐ
湧
牝
ゆ
が
た
い
二
．
句
で
す
が
場
所
を
は
つ
き
り
表
わ
し
た
点

『
後
句
砂
方
に
…
日
、
の
長
が
あ
る
ト
d
う
仁
愚
わ
れ
ま
す
。

　
O
山
上
の
茂
り
に
響
く
太
鼓
か
な

　
O
夕
立
の
後
爽
空
か
奪
風
ど
璽
る

　
O
大
職
茂
り
の
中
に
立
ち
に
げ
り

．
．
今
月
の
集
ヰ
の
秀
句
、
ザ
斯
謂
俳
句
界
で
云
う
三
光
と
言
う
句
で
す
。
茂
も
の

　
二
句
は
共
に
祭
う
の
情
縮
を
よ
く
掴
ん
で
い
ま
す
。
殊
に
『
大
織
茂
儀
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
　
　
　
　
柳
・
・
　
　
静
　
　
水
．

　
◎
目
に
泌
み
る
汗
藤
き
や
ち
す
円
の
草
の
稻
可
愛
で
仁
土
に
親
し
む
い

　
　
　
稻
可
愛
さ
に
ε
言
つ
た
ば
か
う
に
何
だ
か
ウ
く
つ
ば
つ
て
し
ま
つ
て
面

　
　
　
白
く
あ
う
ま
せ
方
。
下
の
句
に
岬
考
を
望
み
ま
す

　
◎
ナ
率
ト
方
の
海
辺
に
結
ぷ
故
郷
⑳
夢
船
待
0
同
憲
鼠
涙
ぐ
む

　
　
　
鑛
禦
、
婿
鴛
蕎
騰
癒
鯖
霧
騒
碑
癖
鮭
蔀
裡
で

　
◎
雛
揚
て
嬉
影
涙
の
月
も
暮
⑳
ん
職
な
き
明
日
の
生
活
あ
わ
れ
む
，

　
　
　
主
客
混
合
し
て
面
白
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
ρ
．
略
つ
と
素
直
な
歌
が
ほ
し
い
決

　
　
、
’
禮
で
す
が
次
の
様
に
詠
ん
で
は
如
何
で
し
よ
う
・

　
◎
月
に
泌
み
畜
汗
も
拭
き
得
す
日
盛
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
田
の
草
取
う
に
い
そ
し
む
わ
れ
は

　
◎
ナ
禾
ト
痢
の
仮
簸
に
結
ぷ
故
郷
の
夢

　
　
　
　
　
　
’
、
今
日
も
船
待
つ
伺
志
を
思
う
、

、
◎
引
揚
て
釆
は
、
来
た
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
明
日
か
ら
の
生
活
思
え
ば
心
ふ
さ
ぎ
ぬ
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｛

に
立
ち
嬬
”
脚
、
禰
は
絶
讃
侮
値
樽
と
鯛
い
ぽ
耽
．
健
吉
㎜
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一
春
繭
集
荷
一
萬
貫
籐
4
鱗
肋
三
　
｝

松
代
乾
繭
所
で
は
春
繭
集
荷
の
旋
命
去
七
月
十
七
日
よ
り
開
し
し
た
が

本
春
繭
集
荷
に
つ
い
て
梅
雨
期
の
悪
天
候
に
な
や
ま
さ
れ
た
が
そ
の
出

荷
成
績
は
左
表
の
逸
り
で
昨
年
よ
り
三
割
強
壇
の
出
荷
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　｝・tρ　～
　｝　』馴
闘
．

三4
…

一
　
　
出
　
荷

松
代
村

松
之
山
村

山
李
村

奴
奈
川
村

浦
田
村
■

大
島
村

旭
　
村

合
　
計

‘
！
I
l
［
ー
五
墨
■
昂
◆

笙
ヤ
・

表
　
、
　
【
七
月
十
七
日
現
在
】

四
、
二
二
二
貫
九
〇
〇

二
、
七
一
七
、
七
四
〇

　
て
四
二
〇
、
四
六
〇

　
　
七
四
六
、
〇
一
6

　
　
四
三
五
、
三
〇
〇

　
　
三
〇
九
、
五
九
〇
．
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